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ムスリム の 皆様 。 信仰 と は 、 辞 書 で ひく と 、 


疑い を 抱か ず 、 心 か ら 信 じ る こと 、 心 の 安 
ら ぎ と 共に 受け 入れ る こと 」 と いう よう な 意 
味 に な り ま す 。 用語 と し て は 、 預 言 者 ム ハ ン 
マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が アッ ラー か ら も 
た ら さ れ た 物事 、 確 定 的 な こと と し て 設 識 さ 
れ 、 知 ら せ と し て 伝え られ た 物事 を 、 心 か ら 
誰 め る こと を 意味 し ます 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 間 は 、 信 仰 の 
光 に よっ て 、 完 全 な 人 、 と いう 段階 に 到達 す 
る こと が で きま す 。 信仰 は 人 を 、 創 造 主 に 結 
び 付 け ま す 。 そ れ に よっ て 、 人 は は か な く 、 
穫 那 的 な 存在 で ある こ 
と か ら 救 われ ます 。 単 
な る 物質 的 な 存在 で は 
な く 、 全 て の 存在 が 彼 
ら 自 身 の た め に 創造 き 
れ 、 ア デッラ ー が 被 人 造物 
を その 役に立つ よう に 
と 備え て くだ さっ た 存 
在 で あり 、 ま た アッ ララ 
ー の この 地上 で の 代理 
人 、 創 造 主 を 示す 最大 
の 論拠 と な り ま す 。 信 
仰 が 心 に 入っ た 時 、 ま 
ず 人 の 、 そ し て それ 以 
外 の 被 造物 の 上 で 、 ア デッラ ー の 光 を 杉 い 誠 っ 
て いた 闇 が 消え 去り ます 。 万物 の 上 に アッ ラ 
ー の 光 が 現 れ 、「 ア ッ ラ ー は 天地 の 光 で あ 
る 。」 と いう 草 旬 の 神秘 が 顕示 され ます 。 
ムスリム の 皆様 。 人 の 心 が 信仰 の 光 に よっ 
て 輝 か さ れ な か っ た 場合 、 そ の 周囲 を 無限 の 
導 が 呈 い ます 。 地 も 、 天 も 、 意 味 が な く 、 そ 
こ で 起こ る 出来 事 も 、 何 の 意図 も な く 、 長 実 
が 目 に され る こと も な く 、 心 は さま ざま な 種 
類 の 苦し み の 中 で も が き 続 け ま す 。 

信仰 の 光 が 心 に 入っ た 時 に は 、 人 は 最初 に 
自ら を 無 意 味 で ある こと 、 目 的 が な いこ と か 
ら 救 い 、 同 様 に 周囲 の 被 造 物 で 起こ る 出来 事 
も また 、 意 味 を 持つ も の と な る の で す 。 全 
て が アッ ラー の 英知 、 ご 意志 に よっ て 起こ る 
と いう こと を 知り 、 ア ッ ラ ー を 私 た ち に 知ら 
し め 、 そ の 御名 と 特性 を 顕示 する アッ ラー の 
章 句 と な り 、 人 を 創造 主 へ と 至ら せる 道 案内 
と な り ま す 。 全て の 被 造物 は 、 そ れ ぞ れ の 固 
有 の 言葉 で 、 そ の 創造 主 を 解き 明か す 書 物 の 
の (が の の で 

雌牛 章 第 2 5 7 節 で は 、「 ア ッ ラ ー は 信仰 
する 者 の 守護 者 で 、 暗 黒 の 深み か ら 、 か れ ら 
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を 光明 の 中 に 導 か れる 。 信仰 し な い 者 は 、 著 
神 (ター グー ト ) が その 守護 者 で 、 か れ ら を 
光明 か ら 暗 黒 の 深み に 導く 。」 と 説 か れ て い 
ます 。 ここ で 説 か れ て いる 信仰 の 光 に よっ て 、 
人 の 過去 は 光 を 得 て 、 ど こ か ら 来 た の か 、 父 
祖 が 誰 で ある の か と いう 問い の 答え を 見 出す 
の で す 。 こ の よう に し て 、 過 去 は 、 死 者 た ち 
が 無 と な り 去 っ て いっ た 巨大 な 墓場 で は な く 、 
アッ ラー の 使徒 た ちと 、 彼 ら に 従う 信者 た ち 
が アッ ラー を 想念 する 集まり と な り ま す 。 同 
様 に 、 信 仰 は 、 人 が 存在 する その 時 間 に も 、 
光 を も た らし ます 。 周囲 の 物 は 、 勝 手 気まま 
で 適当 な お も ちゃ で は 
な く な り 、 持 ち 主 を 讃 
える も の と な り ま す 。 
これ に よっ て 、 自 ら の 
上 に 、 そ し て 被 人 造物 た 
ちの 上 に アッ ラー の 美 
名 、 そ の 無限 の 知 、 力 、 
そし て 慈悲 の 持ち 主 で 
あら れる こと を 見 出し 
ます 。 それで 自ら の 無 
力 さ を 理解 し 、 ア デッラ 
ー の 僅 大 さ に 対し 、 サ 
ジュ ダ を 行ない ます 。 
自ら に 与え られ た 生命 
が どれ ほど 大 き な 恵 み で ある か を 把握 し ます 。 
こう し て 、 了 肉体 的 、 精 神 的 能力 を 発展 させ 、 
天国 へ 行く の に ふさ わし い 状 態 と な る の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 信仰 の 光 に よっ 
て 、 未 来 も また 、 暗 痢 か ら 光 の 中 へ と 移り ま 
す 。 こ の 世界 で の 生 の 後 、 人 は 無 に 帰す の で 
は な く 、 ま た どう な る の か わか ら な い 運 命 で 
わな く 、 墓 は 終わ り の な い 幸 福 、 天 国 へ と 人 
を 到達 させ る 回 廊 と な り ま す 。 

そう 、 こ れ ら の 全て の 痢 、 苦 痛 、 不 明確 さ 
を 取り 除く の が 、 信 仰 の 光 な の で す 。 だ か ら 
こそ 、 章 名 で は 、「 痢 」 は 複数 形 で 、「 光 」 
は 単数 形 で 用 いら れ て いる と 学者 達 が 説く の 
人 です.。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 は 、 信 仰 の 光 
の お か ば げ で まず 自ら を 理解 し 、 全 て の 存在 は 
アッ ラー を 示し て いる 印 と し て 朗 識 し 、 理 解 
し 、 そ れ に よっ て 被 造 物 を 愛し ます 。 そ し て 、 
この 世界 に お いて も 、 天 国 の よう な 生 を 送る 
の で す 。 
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